（第７条関係）

　　年　　月　　日
	NPO法人立ち上がり支援事業補助金申請理由説明書

	
	□新規　　□継続（　　　　年度～）

	団体名
	(ﾌﾘｶﾞﾅ)　 
	ホームページ

	
	　　　
	有　　無

	代表者氏名
	

	連絡担当者
及び連絡先
	担当者
	
	（役職）
	

	
	電　話
	
	（連絡可能な時間帯）
	

	
	ＦＡＸ
	
	e-mail
	

	
	住　所
	〒


	会員の状況
	個人会員
	人
	（うち大府市民
	人）
	団体会員
	団体


	公益性について【市民からの寄付金を使う意義・価値があるか】

公益性のある活動とは、自分たちのためではなく、その活動を必要とする誰か（何か）のために行うもので、自分たちがしたいことではなく、求められていること（ニーズ）に基づいて行われるものです。

対象は、特定でも少数でも構いませんし、人だけでなく、自然や歴史のこともあります。また、受益の機会が開かれていることも、要件になります。（例：難病患者サポート活動、自然保護活動）

	１．活動概要
（箇条書きで簡潔に。）
	

	２．解決したい地域課題、社会的課題

（なぜこの事業が必要か、ポイントを踏まえて記入してください）
	【ポイント】

(1) 誰（何）がどのように困っているか。何が足りないのか。
(2) 困ったことの解決のために、何をしなければならないと考えたか。
(3) 課題を放置しておくと、どのような問題が起きるか。
(4) 提案の事業を行うと、どのような効果が見込めるか。

	
	

	実現性について【具体的で実施可能な計画か。実績や人的・物的能力は、事業実施に不足ないか】

	３．実施内容

スケジュール
（いつ、どこで、何を、どのように行うか、具体的に記入してください）
	

	４．ニーズ調査
（市民ニーズを調査したことがあれば、記入してください）
	

	５．類似事例
（類似事例があれば、記入してください）
	

	６．活動に必要な
資機材の状況
	【所有、自己資金で購入】
【賃借】
【補助金で購入希望】　備品購入理由書・見積書を添付


	７．団体の活動実績（従前の活動実績があれば、記入してください）
	


	継続性について【事業の継続実施を期待する市民の声に応えるために、何か手立てを考えているか】

	８．次年度以降の計画
	【翌年度の計画】


	
	【翌々年度の計画】


	９．補助金の終了後も事業を継続する方策
（箇条書きで）
	

	その他

	特に伝えたいことがあれば記入してください
	


　収支予算書（NPO法人立ち上がりのために要する金額を記入してください）
	総 事 業 費
	円
	うち市補助金からの支出
	円

	
	
	団体の支出（他の収入等）
	円


①収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金額単位：円
	項　　目
	予算額
	内　　容

	市補助金
	Ｃ
	
	NPO法人立ち上がり支援事業補助金【申請金額と同額】

	会費
	
	団体の会計より支出（　　　　　円×　　　　　名）

	事業収入
	
	

	他団体補助金
	
	

	収入合計
	Ａ
	
	　　　


　　　　　

②支出
	項　　目
	予算額
	うち市補助金

からの支出分
	積算単価のなど具体的な内容

	NPO法人設立手続きに必要な経費
	
	
	手数料

	事務所の賃借料（共益費及び消費税を含む）
	
	
	

	事務所の光熱水費及び通信運搬費
	
	
	

	備品購入費及び消耗品費
	
	
	

	報償費

（講師謝礼）
	
	対象外経費
	

	報償費
（有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ）
	
	対象外経費
	

	旅費（交通費）
	
	対象外経費
	

	食糧費
	
	対象外経費
	

	使用料及び賃借料
	
	対象外経費
	

	支出合計
	Ｂ
	
	Ｄ
	
	


注）収入合計Aと支出合計B、及び、市補助金Cと支出合計Dは同額となります。

注）市補助金の他に、県やその他の助成金がある場合は、収入・支出に明記してください。

備品購入理由書
	備品名
	単価
	個数
	合計金額
	備品と個数が事業に必要な理由

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注1）見積書を添付すること
注2）１個又は１組３万円以上（税込）のもの

